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～ 天高く馬肥ゆる秋 ～ 
 ９月も終わりに近づき、秋も本番を迎えます。秋は、空が澄み渡って晴れ、 

馬が食欲を増して肥えてたくましくなるほど過ごしやすい季節という意味で 

す。つまり、心身ともに快適に暮らせるいい季節に入ったということですの 

で、勉強に、スポーツに、読書に励み、おいしいものを食べることにも幸せ 

を感じてほしいものです。 

 いつものように、浦川さんから９月も花鉢を飾っていただき、私たちの心 

を温かくしていただきました。特に、右側の紫の花は「紫式部」という花だ 

そうで、私は今まで知りませんでした。「源氏物語」の作者の方は知ってい 

ましたが、花もあるとは初耳でした。この花々で身近に秋を感じました。 

 

～ 有田っ子キラリ 秋の大特集～ 
①９月は大型の台風が２つも九州を襲い、特に２つ目の「台風１４号」は相当な被害が出るという情報が

飛び交い、心配しました。結果的には１９日の休日最終日には通過し、学校も壊れたりする被害はありま

せんでした。ただ、私が６時すぎに学校へ来ると、大量の落ち葉や枝が登校坂に散乱していました。いつ

ものように、朝のあいさつ運動の時に片付けようと７時３０分頃登校坂に行ってみると、３年生の生徒数

人が竹ぼうきで落ち葉を集めてくれていました。生徒会役員でしたが、その後の数日間は毎日落ち葉をき

れいにしてくれました。言って、頼んで、説得して、生徒が動くことが多い中で、自主的に気づいて、感

じて動いてくれたことに嬉しさを感じました。素晴らしいぞ３年生、生徒会の皆さん。 

②９月３０日（金）に、伊万里市黒川町の夢みさき 

公園で、伊西地区中体連駅伝大会が開催されます。 

 木曜日に選手推戴式を体育館で行いますが、その 

前に職員室前の廊下に右の張り紙が貼り出してあり 

ました。この駅伝メンバー紹介の貼り紙を見て、関 

係の先生方も粋なことをするなあと思っていたら、 

実は、生徒会が企画して作ったと聞きました。 

 なんて優しいことをするんだろうと感心しました。 

学校代表として、自分の時間を削ってこれまで練習 

してきた仲間に、感謝の気持ちと応援したいという 

強い気持ちを込めて作ったのです。内容もユニーク 

で、好きな食べ物と大会の意気込みがマッチはして 

いないような気がするのですが、なぜか人柄がよく出ていてますます応援したくなりました。 
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健やかな体と豊かな人間性・創造性を持つ生徒の育成 
学校教育目標 



 

～ ２学期は修学旅行から始まった・・・・～ 
９月は、あっという間に過ぎ去ったという感じでしたが、中でも３年生の修学旅行は大雨とコロナ禍と

の闘いでした。大雨や雷とどろく天気の中で、なぜか目的地で晴れてくれたことが奇跡でした。記念撮影

をしましたので下で紹介します。また、１年生は平戸で体験学習、２年生は町内を中心に職場訪問を実施

しました。全て実施できたことは生徒のいい経験になったと思います。コロナも一時的かもしれませんが

落ち着いてきましたので、できる行事はコロナ対策は継続しながらも実施する方向で行きたいと考えてい

ます。９月の最後を締めくくるのは、伊西地区中体連駅伝大会です。これまできつい練習をがんばってき

た選手の皆さんの健闘を祈ります。 

 

阿蘇草千里（３年１組）              熊本城（３年２組） 

 

大刀洗平和記念館（３年３組）             神風特別攻撃隊の若者たち 

 

 

 

 

 

 

 

    
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大刀洗平和記念館では、この写真が展示され、ここからこの若者たちは鹿児島県の万世飛行場に移動し、沖縄 

の海に突入されたと言われました。しかし、実はここから佐賀県の吉野ヶ里町にある目達原飛行場近くの西住寺とい

うお寺で１ヶ月を過ごし、「ほがらか隊」と呼ばれていたそうです。その時、隊員をお世話していた女性がこの５人

はそれぞれ個性が違っていてとてもいい方々といっておられました。中心にいる荒木さんは、とても優秀で陸軍航空

総監賞を２度も受賞するなど将来を期待されたずば抜けた学力と戦闘機の操縦力を持った人だったそうです。その後

５月に万世飛行場に移動して出撃２時間前に迷子の子犬を見つけ、笑顔で最後の写真を撮ったそうです。年齢は１７

歳と１８歳であり、どんな気持ちで出撃されたのか心が痛みます。学ぶことが多かった見学地の１つでした。 

～ 平和について考えました ～ 


